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1  調査の概要 

1-1  目的 

四街道市では、平成 2６年６月に「第 2 次四街道市環境基本計画」を策定し、「みどり

と都市が調和した心地よく暮らせるまち」を望ましい環境像として掲げ、計画に沿ってさ

まざまな取組を進めてきました。 

このたび、現計画の期間が満了を迎えることと、気候変動対策など昨今の国内外の動向

の変化を受け、令和 6 年度を初年度とする「第 3 次四街道市環境基本計画」を策定するこ

ととなりました。 

新たな計画を策定するにあたり、市民や事業者の皆様から、住んでいる地域の環境の満

足度や課題など、ご意見をお伺いするため、アンケート調査を実施いたしました。 

 

1-2  調査対象・調査方法 

 市民 事業者 

調査対象 
四街道市に住む満 18 歳以上

の 2,000 人 
四街道市内の事業所 200 か所 

抽出法 
「住民基本台帳」の地区別の

層化抽出法による無作為抽出 

市内事業所の業種別の層化抽

出法による無作為抽出 

調査方法 
配付方法：調査票の郵送 

回収方法：返信用封筒による郵送及び WEB 回答 

調査期間 令和 4 年 12 月 23 日～令和 5 年 1 月 13 日 

配布数※ 1,994 193 

回収数 

（うち WEB回答数） 

758 

（124） 

57 

（10） 

回収率 38.0% 29.5% 

 ※抽出した宛名に発送後、尋ねあたりなしで未達となった件数を引いて配布数とします。 
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1-3  調査項目 

市民 事業者 

①四街道市の環境に関する満足度と重要度 

②市が重点的に取り組むべき生物多様性 

施策 

③将来に残したい身近な自然や環境 

④気候変動の影響の認知度 

⑤地球温暖化対策設備導入状況及び今後の

意向 

⑥普段取り組んでいる環境活動及び今後の

予定 

⑦市が重点的に取り組むべき環境施策 

⑧市が積極的に進めるべき地球温暖化対策 

⑨市の環境情報の入手方法 

①事業所の環境活動と今後の予定 

②地球温暖化対策設備導入状況及び今後の

意向 

③脱炭素経営の取組状況及び今後の意向 

④市が重点的に進めるべき気候変動対策 

⑤食品ロス対策の取組状況及び今後の意向 

⑥プラスチックごみ対策の取組状況及び 

今後の意向 

⑦環境活動における効果と課題 

⑧市が実施すると望ましいサポート 

⑨地域での環境活動、協力・支援できる分野、

取組 

 

※集計にあたっての留意点 

・回答結果は、小数点第 2 位を四捨五入のうえ割合を示しているため、単数回答（複数の

選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であっても合計値が 100.0％にならない場合が

あります。 

・複数回答（複数の選択肢から 2 つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、全体の回答

数に対する割合を示しているため、合計が 100.0％を超える場合があります。 

・数表等に記載された「n」は、回答割合算出上の基数（有効回答数）を示しています。 

・各設問において、回答の記入がないもの及び、回答が識別できないものについては、「無

回答・不明」として扱っています。 
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2  市民アンケート調査の結果 

2-1  回答者の属性について 

 年齢 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 居住年数 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



4 

 居住地域 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●表：地区Ａ～Ｆの地域の振り分け一覧 

地区名 該当する町・字名 

１． 
地区Ａ 

亀崎、物井、長岡、千代田 1 丁目、千代田 2 丁目、千代田 3 丁目、千代田 4 丁目、 

千代田 5 丁目、池花 1 丁目、池花 2 丁目、もねの里 1 丁目、もねの里２丁目、 

もねの里３丁目、もねの里４丁目、もねの里５丁目、もねの里６丁目 

２． 
地区Ｂ 

栗山、内黒田、萱橋、大日（富士見ヶ丘・今宿・大作岡・畔田台・萱橋台・中志津）、 

つくし座 1 丁目、つくし座２丁目、つくし座３丁目、さちが丘 1 丁目、さちが丘 2 丁目 

３． 
地区Ｃ 

下志津新田、四街道、四街道 1 丁目、四街道２丁目、四街道３丁目、大日（緑ケ丘・ 

桜ケ丘）、鹿放ケ丘、さつきケ丘、中央 

４． 
地区Ｄ 

鹿渡、和良比、みのり町、美しが丘 1 丁目、美しが丘２丁目、美しが丘３丁目、 

めいわ 1 丁目、めいわ２丁目、めいわ３丁目、めいわ４丁目、めいわ５丁目 

５． 
地区Ｅ 

山梨、小名木、成山、中台、中野、南波佐間、上野、和田、旭ケ丘 1 丁目、 

旭ケ丘２丁目、旭ケ丘３丁目、旭ケ丘４丁目、旭ケ丘５丁目、みそら 1 丁目、 

みそら２丁目、みそら３丁目、みそら４丁目、たかおの杜 

６． 
地区Ｆ 

吉岡、鷹の台 1 丁目、鷹の台２丁目、鷹の台３丁目、鷹の台４丁目 
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 住居の形態 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 世帯構成 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自動車所有台数 
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2-2  四街道市の環境について 

（1）四街道市の環境に関する満足度【A】 

問７ 四街道市の環境について、日ごろどのように感じていますか。各項目の満足

度【A】と重要度【B】について、あてはまる番号 1～5 の中から 1 つだけ○

で囲んでください。 

四街道市の環境について日ごろ感じていることについて、『満足』の回答が多かった項

目は、「⑯風水害や土砂災害などの対策がされており、安心して暮らすことができる

（64.5%）」、「⑱環境学習の機会がある（64.4％）」、「⑭太陽光など再生可能エネルギーが

活用された暮らしができている（64.0%）」であり、いずれも 6 割を超えています。 

一方、『不満』の回答が多かった項目は、「⑤緑と親しめる公園・緑地が整備されている

（25.7%）」、「⑪騒音・振動の少ない静かな生活が守られている（23.0％）」、「③河川や水

路、湿地と親しめる空間がある（21.1%）」となっています。 

 

 

  ●表：各項目における満足（計）及び不満（計）の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※1 満足（計）は、「満足」回答及び「まあ満足」回答を合計し、全体の割合を算出しています。 

   ※2 不満（計）は、「やや不満」回答及び「不満」回答を合計し、全体の割合を算出しています。  

項目 満足（計）※1 不満（計）※2

①身近に自然に親しめる空間がある 52.2% 12.3%

②希少な野生生物の生息・生育空間が守られている 52.0% 7.0%

③河川や水路、湿地と親しめる空間がある 22.2% 21.1%

④環境に配慮した農業が行われ、豊かな水田・畑がある 38.1% 11.6%

⑤緑と親しめる公園・緑地が整備されている 29.2% 25.7%

⑥自然景観とまちなみが調和した魅力的な景観がある 36.9% 16.4%

⑦ごみの散乱がなく、まちがきれいである 28.4% 15.4%

⑧きれいな空気が保たれている 39.7% 8.6%

⑨安心できれいな水が保たれている 40.0% 17.7%

⑩土壌汚染や地盤沈下が防止されている 53.7% 5.5%

⑪騒音・振動の少ない静かな生活が守られている 26.5% 23.0%

⑫ごみの減量が進み、適切に収集・処理されている 49.5% 5.0%

⑬省エネなど、温室効果ガスが削減できる暮らしができている 40.8% 18.5%

⑭太陽光など再生可能エネルギーが 活用された暮らしができている 64.0% 6.6%

⑮資源が活用され、リサイクルが積極的に行われている 45.0% 8.7%

⑯風水害や土砂災害などの対策がされており、 安心して暮らすことができる 64.5% 3.4%

⑰歴史的文化が自然環境と一体となって保全されている 45.0% 11.7%

⑱環境学習の機会がある 64.4% 5.0%

⑲環境保全のための情報が提供され、取り組みやすい 21.8% 16.6%

⑳環境に関する市の支援が受けられる 55.3% 7.3%
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●図：問 7A 満足度回答結果まとめ 
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（2）四街道市の環境に関する重要度【B】 

問７ 四街道市の環境について、日ごろどのように感じていますか。各項目の満足

度【A】と重要度【B】について、あてはまる番号 1～5 の中から 1 つだけ○

で囲んでください。 

四街道市の環境の重要度について、『重要』の回答が多かった項目は、「②希少な野生生

物の生息・生育空間が守られている（67.7%）」、「⑫ごみの減量が進み、適切に収集・処

理されている（66.8％）」、「④環境に配慮した農業が行われ、豊かな水田・畑がある

（65.2%）」であり、いずれも 6 割を超えています。 

一方、『重要でない』の回答が多かった項目は、「⑦ごみの散乱がなく、まちがきれいで

ある（32.5%）」、「⑰歴史的文化が自然環境と一体となって保全されている（25.3％）」、

「⑲環境保全のための情報が提供され、取り組みやすい（25.1%）」となっています。 

 

 

●表：各項目における重要（計）及び重要でない（計）の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※1 重要（計）は、「重要」回答及び「やや重要」回答を合計し、全体の割合を算出しています。 

※2 重要でない（計）は、「あまり重要でない」回答及び「重要でない」回答を合計し、全体の割合を 

算出しています。  

項目 重要（計）※1 重要でない（計）※2

①身近に自然に親しめる空間がある 46.3% 16.8%

②希少な野生生物の生息・生育空間が守られている 67.7% 3.2%

③河川や水路、湿地と親しめる空間がある 44.3% 9.9%

④環境に配慮した農業が行われ、豊かな水田・畑がある 65.2% 2.9%

⑤緑と親しめる公園・緑地が整備されている 26.4% 13.5%

⑥自然景観とまちなみが調和した魅力的な景観がある 56.3% 3.4%

⑦ごみの散乱がなく、まちがきれいである 20.6% 32.5%

⑧きれいな空気が保たれている 54.4% 7.4%

⑨安心できれいな水が保たれている 32.7% 12.9%

⑩土壌汚染や地盤沈下が防止されている 59.1% 3.0%

⑪騒音・振動の少ない静かな生活が守られている 39.6% 9.4%

⑫ごみの減量が進み、適切に収集・処理されている 66.8% 1.6%

⑬省エネなど、温室効果ガスが削減できる暮らしができている 23.4% 12.5%

⑭太陽光など再生可能エネルギーが活用された暮らしができている 42.1% 5.4%

⑮資源が活用され、リサイクルが積極的に行われている 19.8% 21.8%

⑯風水害や土砂災害などの対策がされており、安心して暮らすことができる 38.4% 5.7%

⑰歴史的文化が自然環境と一体となって保全されている 15.4% 25.3%

⑱環境学習の機会がある 34.0% 7.5%

⑲環境保全のための情報が提供され、取り組みやすい 13.2% 25.1%

⑳環境に関する市の支援が受けられる 41.4% 5.3%
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●図：問 7B 重要度回答結果まとめ 
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2-3  生物多様性について 

市が重点的に取り組むべき生物多様性施策 

 生物多様性について、市が重点的に取り組むべき施策を聞いたところ、「生物多様性が

豊かな優れた自然環境の保全（55.3%）」が最も多く、次いで、「河川や水路などの水辺

の保全（53.8％）」、「カミツキガメ、ハクビシン等外来生物による生態系への影響の防止

（47.5％）」と続いています。 

「特に取り組む必要はない（1.7％）」の結果から、多くの市民が何らかの取組が必要とい

う認識であるものの、「市民や市内事業者等が取り組む生物多様性の保全活動に対する支

援（19.7%）」「生物多様性の重要性やその保全に関する市民への普及啓発（17.5％）」と

市民に向けた取組の優先度は比較的低いことがうかがえます。 

●図：問 8 回答結果まとめ（回答多い項目順） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問８  生物多様性を守るために市が重点的に取り組むべきことはどれだと思います

か。あてはまる番号を３つまで○で囲んで下さい。 
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将来に残したい身近な自然や環境 

四街道市内の身近な自然や環境で、将来に向けて残したい場所を聞いたところ、延べ

528 件の回答がありました。なお、地名の特定が難しかった一部の回答については、「田

んぼ・田園，農地」、「山林，森林，里山」などの抽象的な表現で整理し、集計しています。  

 

●表：問 9 回答結果まとめ 

 

 

  

地名・地域等 意見数 理由

たろやまの郷 22
・自然の宝庫だから

・里山の景観を守っているから　　　　　　　など

ホタルの自然観察地（ホタル自生地） 17
・ホタルそのものが希少であり､水質の良さ､土地の特徴を示しているから

・ホタルの生息地を守りたいから　　　　　　など

四街道プレーパークどんぐりの森 11
・子どもが自然と触れ合え､さまざまな体験ができるから

・自由にのびのび遊べる場所は重要だから　　　　など

栗山小鳥の森 10
・憩いの場として親しまれているから

・年々､野鳥が少なくなっている気がするから　　　など

大土手山（ルボン山） 7
・歴史ある場所だから

・見晴らしが良いから　　　など

ムクロジの里山 6
・メダカが生息しているから

・もっと整備して水辺の公園にしてもらいたいから　　など

旧郷土の森 2
・キンラン､クサナギオゴケ等希少植物があるから

・復活してほしいから

月見の里 1 ・放置林を手入れして子供の教育に貢献していると思うから

田んぼ・田園，農地 22
・自然を感じられる，自然に癒されるから

・風景が美しいから　　　　　　　　　　　　　　など

特定の地区（山梨，吉岡，和良比等） 21
・景観が美しい，里山風景，田園風景等を残してほしい

・自然環境の保全，自然と住宅地の調和風景の保全　　　　など

山林，森林，里山 8
・市内の貴重な自然だから

・森林があることで、鳥の鳴く声が聴けるから　　　など

自然・緑地 5 ・散歩でふれあえる自然やみどりが良いから　　　など

問 9 四街道市内の身近な自然や環境で、将来に残したい場所などを教えてください。 

具体的な地名とその理由を３つまでご記入ください。 
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地名・地域等 意見数 理由

四街道総合公園 96

・敷地が広くて駐車場も沢山あるから

・四街道市民にとって大会等ができる場所だから

・ウォーキングコースもあって緑と身近にふれあえるから　　　　など

四街道中央公園 76

・四季を感じる自然環境やイベントの場だから

・桜や八重桜など毎年見ごたえがあるから

・市の中心部にあり､市民が利用しやすいから　　　　など

美しが丘近隣公園 40
・子供を遊ばせられる芝生の広場もあるから

・調整池の野鳥が観察できるから　　　　　　　　など

物井さとくらし公園 11
・近隣住民の憩いの場となっているから

・大型遊具が珍しく子どもをよく連れていくから　　　など

池花公園 9
・子どもたちの遊びとしてボールや凧上げ等が楽しめるから

・池の生きものや緑と身近にふれあえるから　　　　　　　　　　　など

わらび近隣公園 8
・住宅地のそばで子供達が伸び伸び遊べる広い公園は貴重だから

・緑､特に桜や梅､紅葉が楽しめるから　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

千代田近隣公園 8
・池のまわりの植物と池に棲む魚､鳥と触れ合えるから

・園内に八木原貝塚があるから　　　など

鷹の台公園 7

・近隣住民やペットの散歩など、住民同士のコミュニケーションの場となっているから

　

など

パンダ公園 4 ・多くの人が利用しているから　　　など

めいわ公園 2

その他、公園 22 ・具体的な場所はどことはないが、公園は残した方がいいと思うから　　など

小名木川 24
・川の生き物と直接ふれあえるから

・ほたるなどの生物が生息しているから　　　　など

千代田調整池 20
・かわせみが来てくれるくらい自然があるから

・自然環境に恵まれいやされるから　　　　など

手繰川 5 ・里山の夕景が残り私を含めて多くの市民がウォーキングしているから　　など

池花調整池 3 ・鯉や亀等の生物がいきいき遊んでるから　　　など

調整池 6 ・水辺のない四街道で､水面を見ながら散策できるから　　　など

駅前の松並木，桜通り 7 ・四街道のシンボルロードだから　　　など

福星寺（しだれ桜） 6 ・しだれ桜をいつまでも保全したいから　　　　など

皇産霊神社 4 ・近くに子供のあそぶブースもあり､はだか祭りの歴史もあるから　　　など

物井古屋城跡広場 3 ・自然を感じながらジョギングやウォーキングができるから　　など

鹿渡城跡 2 ・多くの種類のドングリを実らせる樹があるから　　　など

物井弁財天 1 ・池の鯉と､アオサギが飛んでいるから

熊野神社 1 ・歴史保全のため

蔵の図書館 1 ・自然の中に図書館があるので落ちつける｡

和良比堀込城跡 1

公共施設 3 ・蔵の図書館は自然の中に図書館があるので落ち着けるから　　　　など

その他（特になし，他市地名，わからない） 26

合計 528
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2-4  気候変動問題について 

 気候変動の影響の認知度 

問 10 すでに日本でも地球温暖化による気候変動が観測されており、将来にわたっ

て様々な影響を与えることが予測されています。あなたは、将来起こりうる

気候変動の影響について知っていますか。あてはまる番号すべてを○で囲ん

でください。 

気候変動の影響を聞いたところ、「猛暑日や真夏日、熱帯夜が増えること（91.6％）」の

認知度が特に高く、「豪雨（滝のように降る雨）や、雨の降らない日が増えること（79.8%）」、

「台風が強くなったり、これまでの進路から変化したりすること（76.5％）」、「熱中症が

増加すること（71.4%）」、と続いています。 

最も認知度が低かったのは「デング熱などの熱帯地域で発生する感染症が増加すること

（39.1%）」でした。 

「すべて知らない」と回答したのは 0.7%であり、ほとんどの人が気候変動の影響につ

いて、何らかを認知している結果となっています。 

●図：問 10 回答結果まとめ（回答多い項目順） 
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 地球温暖化対策設備機器の導入状況 

問 11 地球温暖化対策につながるそれぞれの項目について、あてはまる番号 1～4

の中から 1 つだけ○で囲んでください。 

地球温暖化防止につながる機器や設備などの導入状況を聞いたところ、『導入済み』の

割合は「①LED などの高効率照明（68.6%）」が最も高く、「②電力消費や待機電力の少な

い家電製品（38.0%）」、「③ペアガラスや二重サッシなど気密性の高い窓・サッシ

（35.1%）」、「⑤エコジョーズ、エコウィル、エコキュートなど、効率の良い給湯器

（34.7%）」、「④壁、床、天井などの断熱（33.4%）」と続いています。 

また、『予定はないが、関心はある』の回答を合わせると、すべての項目で 5 割を超え

る結果となっており、地球温暖化対策設備機器への関心の高さがうかがえます。 

●図：問 11 回答結果まとめ 
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 地球温暖化対策設備機器に関心をもてない理由 

問 12 問 11 で１つ以上「関心はない、又は該当しない」と回答した方は、理由と

してあてはまる番号すべてを○で囲んでください。 

地球温暖化対策設備機器を導入しない理由を聞いたところ、「初期コストがかかる

（58.8%）」が最も多く、次いで「効果がわからない（41.4%）」「どのようなものかわか

らない（34.7%）」となっています。 

また、その他の回答から、設備機器の導入には、費用対効果がはっきりしない点や、導

入後の保守・修繕等の負担に対する金銭的不安、高齢であることから必要性を感じない等

の理由が挙げられました。加えて、太陽光発電設備では、実際の設置トラブルに関する回

答のほか、EV（電気自動車）については充電時間等から利便性を感じないなどの声が寄せ

られました。 

一方、「地球温暖化問題に関心がない（1.0%）」の回答率は非常に低くなっています。 

 

●図：問 12 回答結果まとめ（回答多い項目順） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆その他回答 

○費用対効果がまるではっきりしない。 

○導入後の保守・修理費用の負担額。 

○太陽光発電はパワーコンディショナーの交換を見込んで考えるとメリットが無い。 

○太陽光パネルを設置した結果、構造的に雨漏りが発生するようになったので取り外した。 

○EV は充電時間が長く利便性を感じない。 

○高齢の為、必要ない。コストが回収できない。メリットがない。 

                                     など 
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2-5  環境に関する取組状況について 

 普段取り組んでいる環境活動 

問 13 環境に関して、普段あなたが取り組んでいることを教えてください。それぞれの

項目について、あてはまる番号 1～3 の中から 1 つだけ○で囲んでください。 

 

普段取り組んでいる環境活動について聞いたところ、「⑧空き缶やびん、ペットボトル、

古紙などの資源を分別している（96.4%）」の実施率が最も高く、9 割を超える人が取り

組んでいます。次いで、「①不要な照明やテレビはこまめに消す（89.3％）」「⑨油や調理

くずは下水や浄化槽に流さない（88.5％）」、「②冷暖房を使用するときは温度設定に気を

付けている（87.9%）」が 8 割以上の実施率となっています。 

今後取り組みたい活動としては、「⑬環境ラベル、省エネラベルなどを参考にして環境

に優しい商品を購入している（50.0%）」、「⑭風水害に備えて自宅や職場周辺のハザード

マップを確認している（40.5%）」が多い結果となっています。 

一方、実施率が低い活動については、「⑳環境に関する学習講座、講演会、自然観察会に

参加している（3.0%）」と「⑲樹林や水辺などの自然環境の保全活動をしている（4.6%）」

が 5%未満であり、「⑱花植えや植樹などの地域の緑化活動をしている（13.7%）」、「⑰公

園や川などの地域の清掃活動をしている（17.4%）」も 2割を下回る実施率となっており、

これらの項目はいずれも、『取り組むのは難しい』の回答率も 4 割を超える結果となって

います。 

その他の回答では、マイバッグ持参によるプラスチックごみ削減や食品ロス削減行動と

いったごみの減量対策、太陽光発電の活用、子供たちの環境学習などが挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

◆その他回答 

○マイバッグ持参。マイバッグでプラスティックゴミの削減。 

○食品ロスを無くす。 

○太陽光発電の活用。 

○生垣の美観に気を付けている。 

○植樹。環境保護活動に参加したい。 

○鎌倉市「SDGs 推進隊」のような住民ネットワーク活動や子供たちへの環境学習など。 

                                     など 
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●図：問 13 回答結果まとめ 

 

 

 

 

 

  



18 

 環境活動への取組が困難な理由 

問 14 問 13 で１つ以上「取り組むのは難しい」と回答した方は、取り組むのは難

しい理由としてあてはまる番号すべてを○で囲んでください。 

環境活動への取組が困難な理由を聞いたところ、「手間がかかる（36.8%）」が最も多く、

次いで「その他（30.2%）」、「特に理由はない（24.4%）」となっています。 

その他の回答では、時間がない、高齢のため、体調や病気のため等、物理的・身体的に

環境活動に取り組むことが難しいという回答が多くみられました。また、生活スタイルや

休日が合わない、いつ､どこで活動が行われているかなど､内容が伝わってこない等、環境

活動を実施するにあたっての情報の不足等が挙げられています。 

 

●図：問 14 回答結果まとめ（回答多い項目順） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆その他回答 

○高齢のため､参加しづらい。体力的に難しい。 

○足腰の故障。健康上の理由。 

○時間がない。仕事のため時間がとれない  

○生活スタイルに合わない。休日が合わない。地域のとりくみと予定が合わない｡ 

○そのような機会があることを知らない｡ 

○いつ､どこで活動が行われているかなど､内容が伝わってこない。 

○活動している団体がわからない。手順等がわからない､情報がない。 

                                      など 
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2-6  市の環境施策について 

 市が重点的に取り組むべき環境施策 

問 15 四街道市の環境をより良くするために、市が重点的に取り組むべき環境への取組

は、どれだと思いますか。あてはまる番号を５つまで○で囲んでください。 

市が重点的に取り組むべき環境施策を聞いたところ、「土壌・地下水汚染や有害化学物

質への対策（42.2％）」の回答が最も多くなっています。次いで、「ポイ捨てや不法投棄の

防止などのまちの美化推進（39.7％）」、「大気、騒音・振動、悪臭などの公害対策（37.3%）」

と環境美化や安心・安全分野での施策が続いており、関心の高さがうかがえます。 

一方で、「環境イベントや情報発信などによる意識啓発の推進（5.9%）」、「市民や事業

所が主体となって行う環境活動への支援（8.4%）」、「環境教育・環境学習の充実（9.4%）」

といった環境教育・環境学習分野の回答率はいずれも低く、市に求める施策としては優先

度が低くなっていることがうかがえます。 

その他の回答では、道路・街灯整備による安全確保や交通渋滞の解消、空き家対策、ヤ

ード対策、野良猫対策などが挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆その他回答 

○安全に歩行できる道路整備。四街道駅から離れている地域の道路や街灯の整備。 

○一部の商業施設や駅周辺での交通渋滞の解消（通行規制等）。 

○公園内緑地､水辺をもっと美しく整備すべき｡ 

○環境保全と併せて、未来を担う子ども達が自然の中で育ち、遊ぶ場や機会を増やす。 

○空き家対策(景観､倒壊の危険､防犯)。 

○ヤードの撲滅。 

○野良猫対策。 

                                      など 
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●図：問 15 回答結果まとめ（回答多い項目順） 
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 市が積極的に進めるべき地球温暖化対策 

市が積極的に進めるべき地球温暖化対策を聞いたところ、「太陽光発電設備や省エネ機

器などの導入に対する助成等の充実（48.8%）」が最も多く、次いで「市施設や市内への

太陽光など再生可能エネルギーの積極的な活用（44.3%）」、「地球温暖化や気候変動に関

する情報提供・ＰＲの充実（33.0%）」と続いています。 

その他の回答では、水素自動車の推進、公共交通機関の充実、カーボンニュートラルの

実現に向けた補助金や環境配慮型都市へのロードマップ作り、グリーンカーテンの活用な

どが挙げられています。 

●図：問 16 回答結果まとめ（回答多い項目順） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆その他回答 

○EV ではなく､水素自動車を推進。公共交通機関の充実。 

○カーボンニュートラルを普及させる為の補助金。 

○環境配慮型都市へのロードマップづくり。 

○グリーンカーテン等の活用。 

                                      など 

問 16 地球温暖化対策について、市が積極的に進めるべきだと思う取組は、どれだ

と思いますか。あてはまる番号を 3 つまで○で囲んでください。 
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 市の環境情報の入手方法 

問17 市が進めている環境に関する取組などの情報を入手するきっかけは何でした

か。あてはまる番号すべてを○で囲んでください。 

問 18 上記以外で入手しやすい方法はありますか。ご自由にご記入ください。 

市の環境情報の入手方法を聞いたところ、「市政だより四街道（90.9%）」が圧倒的に多

い結果となっています。次いで、「区・自治会の回覧（34.4％）」、「市のホームページ

（25.2％）」と続いています。 

その他の回答では、議会だより、インターネット上の掲示板や、このアンケートで知っ

たという声が寄せられています。 

また、この他に入手しやすい方法を聞いたところ、手段としては、ポスターやフリーペ

ーパーなど印刷物の提案と、市政放送の活用や PR 映像の提案に加え、LINE などのスマ

ホへのデータ配信等が挙げられています。情報を入手する場所・機会としては、主に駅、

市役所、図書館、スーパーやコンビニ等の普段から人が多く集まる場所や、小中学校等の

子どもを通じた情報発信が挙げられています。 

●図：問 17 回答結果まとめ（回答多い項目順） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※SNS（Twitter、Facebook、YouTube、Instagram、LINE） 

◆問 17 その他回答 

○議会だより。市議よりの報告書。 

○インターネット上のまち掲示板。 

○このアンケートで初めて知った｡アンケート調査票をもらって分かった｡ 

○特になし。知らない。 

        など 
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◆問 18 その他入手しやすい方法 

○市政テレビを活用する｡ 

○図書館での展示。 

○市役所や駅､バス停など人が集まりやすいところに PR 映像を流す｡ 

○四街道駅に活用する。駅の掲示板。駅に置いてあるフリーペーパー。 

○市民全員に LINE の登録をしてもらう(注意情報限定)。 

○年配者は常に SNS を活用しているわけではない｡行政サイドがもっと情報に接する場を提

供してもらいたいと思う。 

○スーパーやコンビニにポスターをはる。 

○コンビニでのフリーペーパー。 

○新聞社と協力してたピックアップ記事。 

○会社(職場)等でのホームページの活用､企業から発信等。 

○小中高校生への教育を通じて。市民サークルやネットワークへの啓発活動。 

○子供からの情報。学校での教育や、リーフレットなどから、知ることが割と多いし、大人

(親)も知るきっかけとなる。 

○口コミで情報を確認している｡ 

○お祭(参加型)等で表彰者(団体含む)報奨金､紹介。 

   など 
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2-7  自由意見 

最後に、環境に関わる意見等を自由記述形式で求めたところ、212 人（27.9％）の方か

らの記入がありました。以下は、記入内容を分類し表にまとめたものです。一人で複数の

意見を記入している場合は、それぞれ 1 件として数えているため、延べ件数は 270 件と

なりました。 

 

表：自由意見結果まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

意見数 意見数

22 58

環境保全活動，行動 5 ポイ捨て，不法投棄 15
再生可能エネルギー 5 雑草・庭木・街路樹等の適正管理 14
補助金，優遇措置 3 快適な暮らし（住みやすさ） 6
気候変動 2 鳥害対策 6
エネルギー問題（資源の枯渇等） 2 ノネコ（餌やり等） 5
EV車，水素自動車 2 犬のふん 4
公共施設への温暖化対策設備導入 2 生活交通 3
ゼロカーボンシティ宣言 1 下水道，生活排水 3

40 空き家 2

公園，池，広場 19 11

みどり・自然 8 発災時の情報伝達（防災無線） 5
山林，里山，緑地の保全 8 減災対策 3
農地・農園，休耕地 3 発災時に備えた対応 3
生物多様性 2 23

22 情報発信 12

家庭ごみ分別・回収 7 環境学習，ボランティア活動 7
野外焼却（不適正処分） 6 環境教育（学校対象） 2
ごみ減量 5 啓発イベント 2
資源回収，リサイクル 4 27

４．安心・安全 61 意識調査へのご意見 5

ヤード対策 11 環境分野以外の市政・まちづくり 17

水道水，飲用井戸 9 分類不能 5

交通規制，渋滞緩和 9 6

道路整備・改良 9

騒音，振動 8

大気汚染，自動車排ガス 7 合計 270

防犯，街灯 5

水質汚濁， 悪臭 3

９．特になし

分野・分類

５．生活環境/環境美化

６．防災・減災（適応策）

７．環境教育

分野・分類

１．環境施策/温暖化対策（緩和策）

２．自然共生

３．資源循環

８．その他
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3  事業者アンケート調査の結果 

3-1  事業所の属性について 

 業種 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 従業員規模 
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 所在地 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●表：地区Ａ～Ｆの地域の振り分け一覧 

地区名 該当する町・字名 

１．  
地区Ａ 

亀崎、物井、長岡、千代田 1 丁目、千代田 2 丁目、千代田 3 丁目、千代田 4 丁目、 

千代田 5 丁目、池花 1 丁目、池花 2 丁目、もねの里 1 丁目、もねの里２丁目、もねの

里３丁目、もねの里４丁目、もねの里５丁目、もねの里６丁目 

２． 
地区Ｂ 

栗山、内黒田、萱橋、大日（富士見ヶ丘・今宿・大作岡・畔田台・萱橋台・中志津）、 

つくし座 1 丁目、つくし座２丁目、つくし座３丁目、さちが丘 1 丁目、さちが丘 2 丁目 

３． 
地区Ｃ 

下志津新田、四街道、四街道 1 丁目、四街道２丁目、四街道３丁目、大日（緑ケ丘・ 

桜ケ丘）、鹿放ケ丘、さつきケ丘、中央 

４． 
地区Ｄ 

鹿渡、和良比、みのり町、美しが丘 1 丁目、美しが丘２丁目、美しが丘３丁目、 

めいわ 1 丁目、めいわ２丁目、めいわ３丁目、めいわ４丁目、めいわ５丁目 

５． 
地区Ｅ 

山梨、小名木、成山、中台、中野、南波佐間、上野、和田、旭ケ丘 1 丁目、 

旭ケ丘２丁目、旭ケ丘３丁目、旭ケ丘４丁目、旭ケ丘５丁目、みそら 1 丁目、 

みそら２丁目、みそら３丁目、みそら４丁目、たかおの杜 

６． 
地区Ｆ 

吉岡、鷹の台 1 丁目、鷹の台２丁目、鷹の台３丁目、鷹の台４丁目 
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 建物の形態 
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 四街道市での事業年数 
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3-2  事業所の環境活動について 

 事業所で取り組んでいる環境活動 

問６-１ 貴事業所では、どのような環境活動に取り組んでいますか。それぞれの項

目について、あてはまる番号 1～4の中から１つだけ○で囲んでください。 

問６-２ このほか、貴事業所が取り組まれている環境活動がありましたら、ご記入

ください。 

事業所の環境活動について聞いたところ、「⑨電気やガス使用量の削減など省エネルギ

ーの実践（59.6%）」の実施率が最も高く、次いで、「⑫エコ・ドライブの実践（47.4％）」

「⑭廃棄物の減量化や有効利用、再利用（42.1%）」、となっています。 

『取組を検討中』の回答が多かった項目は、「⑩省エネルギー診断等の受診（21.1%）」、

「⑲社員に対する環境教育の実施（21.1%）」、「⑦温室効果ガス排出量の把握・抑制

（15.8%）」と続いています。 

一方、『取り組む予定はない』の回答が多かった項目は、「⑩省エネルギー診断等の受診

（29.8%）」、「⑪水の有効利用（雨水利用等）（28.1％）」、「⑳ISO14001 やエコアクショ

ン 21 等の EMS（環境マネジメントシステム）の導入（24.6％）」と続いています。 

その他の環境活動は、SDGs 認証などが挙げられています。 

 

◆問 6-2 その他の環境活動 

○千葉県 SDGs 認証取得 

○植物(草花)の生産 

                                      など  
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●図：問 6-1回答結果まとめ 
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3-3  気候変動対策について 

 地球温暖化対策設備機器の導入状況 

問 7 地球温暖化防止につながる機器や設備を導入していますか。それぞれの項目

について、あてはまる番号１～４の中から 1 つだけ○で囲んでください。 

地球温暖化対策設備機器の導入状況について聞いたところ、『導入済み』と回答した割

合は、「①LED などの高効率照明（68.4％）」が最も高く、次いで、「②省エネ性能の高い

エアコン、モニター、PCなどの導入（49.1%）」となっています。 

また、『導入検討中（予定含む）』については、「②省エネ性能の高いエアコン、モニター、

PC などの導入（15.8%）」が最も高く、次いで「①LED などの高効率照明（14.0％）」「⑪

EV（電気自動車）（12.3%）」となっています。 

『導入予定はないが、関心はある』については、「⑪EV（電気自動車）（36.8%）」、「⑫

太陽光発電システム（31.6％）」、「⑬蓄電池システム（31.6%）」の回答率が高くなってい

ます。 

●図：問 7 回答結果まとめ 
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 脱炭素経営の取組状況 

問８  以下は、設備導入を伴わない脱炭素経営の取組です。貴事業所で取り組んでい

ること、また関心があることはありますか。それぞれの項目について、あては

まる番号 1～4 の中から 1 つだけ○で囲んでください。 

脱炭素経営の取組状況について聞いたところ、『既に取り組んでいる』と回答した事業

所はいずれも少なく、「①再生可能エネルギーなどを電源とした CO2排出係数の低い電力

会社の利用（3.5%）」、「③脱炭素経営に向けた計画や方針の作成（3.5%）」、「④SBT の

認定取得、RE100、TCFD などへの参画（1.8%）」に 1～2 社程度が回答しているのみ

です。また、「①再生可能エネルギーなどを電源とした CO2排出係数の低い電力会社の利

用」以外は、『取組を検討中（予定有）』の回答を合わせても 1 割に満たない回答率となっ

ています。 

『予定はないが、関心はある』の回答を合わせると、「①再生可能エネルギーなどを電源

とした CO2 排出係数の低い電力会社の利用」は 4 割を超える結果となっており、比較的

関心度が高い項目であることがうかがえます。 

 

●図：問 8 回答結果まとめ 
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 市が重点的に進めるべき気候変動対策 

問９ 気候変動対策について、市が重点的に進めるべき施策は、どれだと思います

か。あてはまる番号を 3 つまで○で囲んでください。 

市が重点的に進めるべき気候変動対策を聞いたところ、「太陽光発電設備や省エネ機器

などの導入に対する助成等の充実（35.1%）」の回答が最も多く、次いで、「温暖化対策に

取り組んでいる事業所の優遇措置（補助金等）の充実（31.6%）」、「市施設や市内への太

陽光など再生可能エネルギーの積極的な活用（26.3%）」、「再生可能エネルギーを面的・

効率的に利用できるまちづくり（24.6%）」と続いています。 

その他の回答では、植物の積極活用の提案や、よくわからないといった率直な意見など

が寄せられています。 

●図：問９回答結果まとめ（回答多い項目順） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆その他回答 

○積極的に植物を活用。 

○気候は世界的なので、市レベルでは市民の教育。 

○市が重点的に進めることは、他にたくさんある。 

○よくわからない。 

                                      など  
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3-4  食品ロス・プラスチックごみ対策について 

 取り組んでいる食品ロス対策 

問 10  令和元年 10 月 1 日に「食品ロスの削減の推進に関する法律」が施行されま

した。食品ロス（フードロス）対策として、貴事業所で取り組んでいること

はありますか。それぞれの項目について、あてはまる番号 1～4 の中から 1

つだけ○で囲んでください。 

取り組んでいる食品ロス対策を聞いたところ、該当事業者が非常に少ない結果となって

います。『既に取り組んでいる』の回答率が高かった項目は「⑦食品ロスの量を把握してい

る（15.8％）」となっています。 

 

 

●図：問 10 回答結果まとめ 
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 取り組んでいるプラスチックごみ対策 

問 11  「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」が令和 4 年 4 月 1 日

に施行されました。プラスチックごみ対策として、貴事業所で取り組んでい

ることはありますか。それぞれの項目について、あてはまる番号 1～4 の中

から 1 つだけ○で囲んでください。 

取り組んでいるプラスチックごみ対策を聞いたところ、『既に取り組んでいる』につい

ては、「①マイバッグの利用推奨（36.8%）」が最も多く、次いで「⑥製品や商品の包装の

簡素化（21.1%）」、「⑧廃プラスチックをリサイクル業者を通じて再資源化（19.3%）」と

続いています。 

その他の回答では、『製造者の責任負担』との意見が寄せられています。 

 

 

●図：問 11回答結果まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

  

③ワンウェイプラスチック製品（フォーク、ストロー等）の 
提供廃止、代替品への転換 
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3-5  環境活動における効果と課題について 

 環境活動で得られた効果 

問 12 貴事業所において、環境活動に取り組んだことで得られた効果は何ですか。

あてはまる番号すべてを○で囲んでください。 

環境活動で得られた効果を聞いたところ、「従業員の環境意識の向上（33.3％）」が最も

多く、次いで「企業イメージ・信用性の向上（29.8%）」、「業務の効率化によるコスト削

減（19.3%）」と続いています。 

「活動に取り組んでいるが、特に効果はない（7.0%）」の回答率は低いものの、「特に

取り組んでいない（33.3%）」の回答率が全体の３分の１となっています。 

 

●図：問 12 回答結果まとめ（回答多い項目順） 
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 環境活動を進めるにあたっての課題 

問 13 貴事業所において、環境活動を進めるにあたり、どのようなことが課題であ

るとお考えですか。あてはまる番号すべてを○で囲んでください。 

環境活動に対する課題を聞いたところ、「コスト的な問題（52.6％）」が最も多く、「次

いで「消費者・利用者の環境に対する理解向上（28.1％）」、「従業員の環境に対する理解

向上（24.6%）」と続いています。 

「課題は特にない（12.3%）」の回答から、約 9 割の事業者が、環境活動を進めるにあ

たって何らかの課題を抱えていることがうかがえます。 

また、その他の回答では、『ゴミのポイ捨て、タバコのポイ捨て、市内の歩道の草むしり

等、環境美化からではないか』といった意見が寄せられています。 

 

●図：問 13 回答結果まとめ（回答多い項目順） 
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3-6市の支援や協力・連携について 

 市が実施すると望ましいサポート 

問 14 貴事業所が、環境活動を進めるために、市が実施すると望ましいサポート等

はありますか。あてはまる番号を３つまで○で囲んでください。 

市が実施すると望ましいサポートについて聞いたところ、「事業所の環境活動推進に対

しての融資や助成制度（42.1％）」が最も多く、次いで「環境活動を実施している事業所

への優遇措置（補助金等）(33.3%)」となっています。 

「特になし（15.8%）」の回答から、８割以上の事業者が環境活動の推進にあたり、市

から何らかのサポートを望んでいることがうかがえます。 

その他の回答では、植物活用に対する助成や環境美化活動が挙げられています。 

●図：問 14 回答結果まとめ（回答多い項目順） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆問 14 その他回答 

○植物を活用した際の助成。 

○市内の歩道、車道の整備(自転車道作るとか。)どぶざらい等、とにかく街をきれいにして

欲しい。 

                                      など  
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（2） 取り組んでいる地域環境活動 

問 15 貴事業所では、地域社会の一員として、地域の環境のためにどのような取組

をしていますか。あてはまる番号すべてを○で囲んでください。 

 

取り組んでいる地域環境活動を聞いたところ、「事業所周辺の清掃活動（49.1％）」が最

も高く、次いで、「特に取り組んでいない（33.3％）」、「地域の清掃、美化、緑化活動など

への参加・協力（22.8%）」となっており、身近に取り組める清掃活動への参加が中心と

なっています。 

その他の回答では、『クールビズ』といった意見が寄せられています。 

●図：問 15 回答結果まとめ（回答多い項目順） 
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（3） 協力、支援できる活動分野 

問 16 貴事業所が、環境に関する地域貢献活動において、協力、支援できる活動分

野はありますか。あてはまる番号すべてを○で囲んでください。 

 

環境に関する地域貢献活動において、協力、支援できる活動分野を聞いたところ、「ごみ

の減量・分別やリサイクルの推進（64.9%）」が最も多くなっています。次いで、「省エネ

ルギー活動など温室効果ガス排出量の削減対策（21.1%）」、「環境イベントなどの参加

（19.3％）」と続いており、３R の取組と地球温暖化対策が協力しやすい分野であること

がうかがえます。 

その他の回答では、『草花の提供』といった意見が寄せられています。 

  

●図：問 16 回答結果まとめ（回答多い項目順） 
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（4） 協力、支援できる取組 

問 17 貴事業所が、環境に関する地域貢献活動において、協力、支援できる取組は

ありますか。あてはまる番号すべてを○で囲んでください。 

 

環境に関する地域貢献活動において、協力、支援できる取組を聞いたところ、「特になし

（42.1%）」が最も多い結果となっています。 

一方で、「寄付金、協賛金などの資金援助（33.3%）」について比較的多くの回答が寄せ

られており、次いで「パンフレット作成やウェブサイト運営など活動 PR、情報発信の支

援（12.3%）」、「自社製品の貸与、提供（10.5%）」など、協力・支援に積極的な姿勢がう

かがえます。 

 

●図：問 17 回答結果まとめ（回答多い項目順） 
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3-7自由意見 

 

最後に、環境に関わる意見等を自由記述形式で求めたところ、10 社（17.5％）の事業

所からの記入がありました。主な意見の概要を以下に示します。 

 

 

意見の概要 分野 

夜も日本は明るすぎて、物があふれすぎているように思う。 

ガソリン車を廃止し、無駄なエネルギーを使わない政策が必要に感じる。 
エネルギー対策 

次世代自動車 

市として積極的に植物を活用してほしい。 
自然共生 

産、官、学、民で智恵を出せば四街道市の空き家対策がすすみ、台風被害

の軽減やリサイクルといった他の施策にも波及効果があると思う。 空き家対策 

四街道はまだ自然がたくさんあるので、環境的には良いところと思う。 
住みやすさ 

市内の小･中･高で緊急時に避難場所指定されている校舎･体育館の屋根

には太陽光発電を設置し､緊急時に活用できるようにしてほしい。 防災 

未来ある子供たちが優先される市であってほしい。若い人たちには環境を変え

られると期待している。 環境教育 

各住居地域の公園､周辺環境の清掃､整備等に取り組むボランティア自治

会に対する支援､補助を促進することが､全体の環境向上に役立つと思う。ま

た、高齢化が進んでいる為､上記の活動に対し啓発、広報を行ない､参加を

促す仕組も同時に必要と思う｡ 

活動支援・補助

啓発 

環境保全や SDGs などに取り組む意欲はあるため、食品ロスなどできることか

ら実行している。今以上の取組には、コスト面や人員の問題が大きく影響す

る。助成金や、企業との連携などに取り組まないと、抜本的に変わっていかな

いのではないか。 

具体的にどう動いていいのかわからない事業者に対して、的確に効果を上げ

る施策が必要に感じる。 

事業者として、地域環境、社会に関わる事は絶対に必要なことだと考えてい

るので、少しでも貢献していきたい。 

協働・協調 
環境について具体的に動いていきたいと思っている。 

会社が軌道に乗ったらどんどんこのような活動に参加したい。 
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4  調査結果のまとめ 

4-1  市民意識調査結果 

調査の結果、環境に関して全般的に高い満足度(P.6)が得られているものの、環境保全のための

情報提供【21.8%】、水辺の整備【22.2%】、騒音振動のない生活の確保【26.5%】、ごみの散乱

がないまち【28.4%】、緑地の整備【29.2%】といった事項については 3 割に満たないことから、今後、

市として改善に向けた検討が必要と考えられます。加えて、重要度の結果(P.8)を踏まえると、希少な

生物の生息・生育空間の保全【67.7%】や豊かな水田等の保全【65.2%】といった「自然・みどり、

生物多様性」分野の対策強化が重要になります。 

なお、個別の分野における関心事項や課題等の考察については、下表のとおりです。 

分野 結果概要 

１ 脱炭素、 

気候変動への適応 

●気候変動の影響(P.13)に対する認知度は高く、その要因である地球

温暖化への対策(P.21)については、太陽光発電設備や省エネ機器な

どの導入支援や、市施設等での再生可能エネルギーの積極的な活用

が求められている。 

●地球温暖化対策設備機器(P.14)への関心は高く、さらなる導入の余

地がある。また、初期コストの問題や知識不足による無関心(P.15)も

みられることから、補助金による支援や適切な情報発信が望まれる。 

●不要な照明の消灯やエアコンの適切な温度設定といった省エネ行動

(P.16～17)は市民の生活に定着している。 

２ 自然・みどり、 

生物多様性 

●希少な野生生物の生息・育成空間が守られることの重要度(P.8)が非

常に高く【67.7%】、市が重点的に取り組むべき環境施策(P.19～

20)では公園や広場などが多いゆとりのあるまちづくりの回答率が比較

的高かった【33.9%】ことから、自然分野への市民の関心や優先度の

高さがうかがえる。 

●市に求める生物多様性に関する施策(P.10)では、市民等が取り組む

保全活動に対する支援【 19.7% 】や市民に向けた普及啓発

【17.5%】よりも、生物が生息する自然環境の保全【55.3%】や水辺

の保全【53.8%】に回答が集まったことから、市が主体となってみどりや

水辺を保全することが求められている。 

●環境に関する満足度(P.6)において、緑と親しめる公園・緑地の整備へ

の不満の割合が高かった【25.7%】ことに対し、将来に残したい身近な

自然や環境については、公園に多くの回答が集まった(P.11～12)こと

から、里山等のまとまった緑地に加えて、公園の保持・整備も継続して

進めていく必要があると考えられる。 
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３ 資源循環 ●ごみの減量及び適正処理の重要度は非常に高い(P.8)【66.8%】こと

から、関心の高さがうかがえる。 

●空き缶やびん、ペットボトル、古紙などの資源の分別などの取組み

(P.17)【96.4%】は市民の生活に定着している。 

４ 安心・安全、 

快適な生活環境、 

環境美化 

●環境に関する満足度(P.6)において、騒音・振動の少ない静かな生活

への不満の割合【23.0%】が比較的高かったことから、関心の高さがう

かがえる。 

●市が重点的に取り組むべき環境施策(P.19～20)について、土壌汚染

【42.2%】、ポイ捨て・不法投棄【39.7%】、大気・騒音等、公害への

対策【37.3%】が上位に集中している。また、自由意見(P.24)でも多

くの意見が寄せられており、ヤード対策、ポイ捨てや不法投棄の防止及

び指導など、対策強化が求められている。 

５ 環境教育、 

情報発信 

●環境に関する満足度(P.6)において、環境学習の機会への満足度は

非常に高い【64.4%】一方、環境学習講座や自然観察会への参加

や自然環境の保全活動(P.16～17)については、5％未満であり、実

施率を上げる対策強化が必要と考えられる。 

●環境活動への取り組みが困難な理由(P.18)として、手間がかかると答

えた割合が最も高く【36.8%】、気軽に参加・活動できる仕組みづくりと

興味・関心を持ってもらうための情報発信が求められる。また、その他の

回答でも、環境活動について情報不足であるとの意見があり、今後の

課題といえる。 

●市の環境情報の入手方法(P.22～23)は市政だよりが圧倒的に多か

った【90.9%】。その他入手しやすい方法については、SNS の活用、駅

やコンビニなど市民の目につきやすい場所への掲載、子供を通じた情報

発信などの意見があった。これらの意見を参考に、市政だより以外の積

極的な情報発信手法について模索する必要がある。 
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4-2  事業者意識調査結果 

調査の結果、取組状況や関心度について、分野によりばらつきが見られました。また、環境活動を

進めるにあたっての課題についての回答や、市に求めるサポートや対策についての回答からは、コスト的

な問題が大きいことがうかがえます。 

なお、個別の分野における関心事項や課題等の考察については、下表のとおりです。 

分野 結果概要 

１ 脱炭素、 

気候変動への適応 

●脱炭素経営の実施率は低く(P.28～31)、多くの事業者が取り組む予

定はないと回答している。今後は、取り組むことの意義やメリットを明確

にした上で具体的な取組み内容などについての情報発信が必要と考え

られる。 

●脱炭素につながる設備機器として LED 照明は普及が進んでいる

(P.30)【68.4%】が、太陽光発電【3.5%】等のその他の設備機器は

導入している事業所が少ない。 

●EV（電気自動車）、太陽光発電システム、蓄電池システムの導入へ

の関心が高く(P.30)、協力できる活動分野(P.39)として省エネ活動等

の温暖化対策が比較的高い回答率【21.1%】となっていることから、今

後の設備機器の普及が期待される。 

２ 自然・みどり、 

生物多様性 

●事業所敷地内や周辺地域の緑化活動に取り組んでいる(P.38)

【22.8%】様子がうかがえる。 

３ 資源循環 ●廃棄物の減量化(P.29)【42.1%】、使用済み製品や容器等の回収

【31.6%】、自社製品のリサイクル【15.8%】を実践している事業所の

割合が比較的高く、地域環境活動において協力、支援できる分野

(P.39)としての回答も多かった。 

●食品ロスへの取組み(P.33)やプラスチックごみの削減(P.34)について

は、該当する事業者が少なかった。該当事業者においては既に取り組

んでいる事業者が多く、意識の高さがうかがえる。 

４ 安心・安全、 

快適な生活環境、 

環境美化 

●大気・排水・騒音・悪臭・有害物質等の公害対策分野における取組

み(P.28～29)について、取り組む予定はないとしている事業者へ、自

主的な環境負荷の低減に向けて周知が必要と考えられる。 

●取り組んでいる地域環境活動(P.38)では、事業所周辺の清掃活動

が最も多く、地域の環境美化に貢献している事業者が多いことがうかが

える。 
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５ 環境教育、 

情報発信 

●温室効果ガス排出量の把握・抑制、省エネルギー診断等の受診、社

員に対する環境教育の実施等(P.28)については、事業所の規模や業

種、施設・設備の有無に関係なく取り組める項目であるものの、「当社

には該当しない」の回答があることから、取り組み方の周知や効果の実

感が得られる仕組みづくりが必要と考えられる。 

●環境活動の課題(P.38)として、コスト的な問題を上げる事業者が最も

多く、市に求められるサポート(P.37)も、融資や助成、優遇措置などが

上位に来ている。一方で、事業者が協力できる取組み(P.40)に、寄

付金・協賛金などの資金援助が挙げられており、情報発信の支援や自

社製品の貸与、提供といった市の施策と協働も可能な回答が見受け

られる。 
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